
３，試合形式・競技規則
１　試合形式
1.1　OPEN、WOMENトーナメント(決勝戦を除く)
・30分。11点先取。タイムアウト1分2回。(試合時間に含まれる)
・30分経過した時点で同点の場合、1点先取のサドンデスで決定する。ただし、試合を中断せずに続行することとする。サドンデスに入っても、タイムアウトの数は増えない。5分間の延長でも点数が入らない場合は各チームの代表者によってディスクフリップを行う。
1.2　OPEN、WOMEN決勝戦
・40分。13点先取。タイムアウト1分2回。(試合時間に含まれない)時間制、マルチディスクシステムを採用する。
・40分経過した時点で同点の場合、1点先取のサドンデスで決定する。ただし、試合を中断せずに続行することとする。サドンデスに入っても、タイムアウトの数は増えない。なお、延長に時間の制限はない。

２　競技規則
・各チームとも試合開始10分前にはコートに集合し、5分前にはディスクフリップを行い、攻撃権・コートサイド・ディフェンスのいずれかを選択し、コートにラインアップ

する。
・試合開始時刻に7人そろっていないチームは不戦敗。ポイントは11対0とする。一度不戦敗をしたチームはその後の全ての試合を不戦敗とする。
・全試合をセルフジャッジで行う。第３者の調停が必要になった場合は運営本部に申　　　　　　
し出ること。
・スコアリングとタイムキーパーは、試合を行っているチームが責任をもって行う。
・競技ルールは世界フライングディスク連盟2007年制定ルールおよび今大会特別ルールに基づいて実施する。
・試合用のディスクは各チームで用意する。
・ユニフォームは原則的にチームで統一されたものを用意する。また、対戦チームと話し合い、色の区別をつける。
・スピリット・オブ・ザ・ゲームに則って試合を行う。

